










はじめに 

自閉症児および自閉症様症状を示す小児の CT像は,すでに前回までの研究報告にて明らか

にされている。すなわち側脳室下角先端に小損傷を推定させる脳室の局所的で不規則な拡

大がみられることである。 

現在までに,瀬川小児神経学クリニックから依頼され,CT検査が行われた症例は116例であ

り,そのうち 90 例にて一側または両側の側脳室下角前壁に,小損傷が観察された。さらに正

中から損傷部位までの距離を測定し,30mm を境とし,それよりも外側に損傷のある群と,内

側にある群とに分けて検討し,その自閉症徴候と対比してみた。 


